
いじめ等対応フロー②

※斜体は使用書式名

※「生徒（保護者）対応メモ」等で記録する

（連　絡）

（報告・指示） 　　（口頭・メモ等） （報告・指示） （要望：調査の着手）

※不在時は副委員長へ

（報告・情報共有）

　　　（招集・指揮） 　　（委員中心）

※「聴き取り用紙」

（連　絡）

（要望：調査の報告）

（連　絡）

　　（学年中心） （要望：支援・指導内容）

ＮＯ （報告・情報共有）

　　ＹＥＳ

（連　携）

（必要に応じて）

※原則３か月

※「いじめ認知時の対応チェックシート」

（会議編）（保護者連絡編）で確認する

いじめ認知報告書
（月例・教頭作成）

ＳＣ・ＳＳＷ

発見した（通報を受けた）職員
（担任以外の場合は、担任にも連絡）

原則担任

教頭

いじめ等対策委員会
いじめ対応に係る対応班の編成

いじめ対策推進教員
（いじめ等対策委員会より）

いじめ等対策委員会
いじめ認知時の対応に係る調査班の編成

調査方針・役割分担の決定

聴き取り
※複数で

情報提供生徒

被害生徒

加害生徒

全教職員

対応の検証
（生徒支援委員会）

関係生徒

指導・支援

支援

指導・支援

加害生徒

被害生徒

いじめ認知時の対応フロー　　（　修　　正　）

三条商業高等学校

解消に向けた継続指導・見守り
週１回以上の声かけ

担任中心に

保護者

担任

職員会議

いじめに対する対応
全教職員体制で

原則担任

原則担任

生徒指導部審議・原案作成

校長 教育委員会

全教職員

いじめ等対策委員会
事実関係の確認・対応方針の決定

生徒指導案件か？


